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▲定期的にテストを行い学習者のレベルに合わせたクラス分けをしています
　（右下：単語レベルの教材。英語・中国語・スペイン語・ベトナム語の４か国語に対応）

本
で
の
生
活
を
よ
り
楽
し
く

日
本
語
で
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

羽
村
日
本
語
学
習
会

　
「
羽
村
日
本
語
学
習
会
」は
平
成
１２
年
８
月
に
創
設
さ
れ
、
市
内
近
隣
に
在
住
、
在
勤
の
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
方

へ
の
日
本
語
学
習
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
で
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
を
大
切
に
、
レ
ベ
ル
別
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

グ
ル
ー
プ
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
月
に
１
回
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
総
務

委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。
羽
村
市
に

引
っ
越
し
て
、
す
ぐ
入
会
し
、
日
本
語

の
文
法
や
支
援
の
仕
方
の
難
し
さ
と
面

白
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
学
習
者
の

方
が
私
の
説
明
を
理
解
し
て
く
れ
る
と
、

と
て
も
嬉
し
く
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

網
代　
珠
子
さ
ん

　

３
年
ほ
ど
前
に
会
の

日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
入
門
講
座
に
参
加

し
、
自
分
が
何
気
な
く
話
し
て
い
る
日

本
語
に
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ル
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
と

思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
使
っ
て

い
る
日
本
語
も
、
教
え
る
と
な
る
と
難

参
加
の
き
っ
か
け
と

�

活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
は

野
島　
佳
代
さ
ん（
代
表
）

　

も
と
も
と
日
本
語
教

師
の
資
格
を
持
っ
て
い

て
、
活
動
場
所
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
創
設
さ
れ
た
年
の
秋
に
入
会

し
ま
し
た
。
創
設
者
の
方
か
ら
引
継
ぎ
、

現
在
、
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

永
井　
眞
佐
江
さ
ん

　

秋
田
で
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
初
心
者
研
修

に
参
加
し
、
外
国
語
と

し
て
の
日
本
語
に
興
味
を
持
ち
、
ボ
ラ

し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

南
枝　
ゆ
り
さ
ん

　

子
ど
も
の
高
校
卒
業

に
伴
い
、何
か
始
め
よ
う

と
、日
本
語
教
師
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
入
門
講
座
に
参
加
し
、
こ
の
会

を
見
学
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
日

本
語
を
日
本
語
で
教
え
る
と
い
う
こ
と

は
興
味
深
く
、
外
国
の
方
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
私
自
身
も
学
ぶ

事
が
多
く
、
楽
し
い
で
す
。

屋
野　
智
香
子
さ
ん

　

外
国
に
行
っ
た
際
に
、

い
ろ
い
ろ
な
方
に
助
け

ら
れ
て
英
語
を
勉
強
し

【表紙の写真】（令和 4 年 9 月撮影）
毎週土曜日の定例学習会にて
前列 : スタッフ、後列 : 学習者の皆さん

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

日
市民インタビュー30
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で
す
。

野
島　
ス
タ
ッ
フ
と
学
習
者
を
増
や
し

た
い
で
す
。
今
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
、
勉

強
を
楽
し
み
、
努
力
し
て
い
る
の
で
、

今
後
も
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

永
井　
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
誰
も
が
８
つ
の
レ
ベ
ル
を
同
じ

よ
う
に
支
援
で
き
る
よ
う
皆
で
勉
強
し

て
い
き
た
い
で
す
。

▼ スタッフが講師となり、
スタッフのための勉強会
を行っています

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
に
来
る
方

た
ち
を
助
け
る
こ
と
が
出
来
た
ら
い
い

な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

福
原　
く
に
こ
さ
ん

　

駅
で
外
国
の
方
が
持

っ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
が

間
違
っ
て
い
た
の
で
、

お
伝
え
し
た
ら「
教
え
て
く
だ
さ
い
！
」

と
言
わ
れ
、
一
助
に
な
れ
ば
と
参
加
し

ま
し
た
。
で
き
な
い
と
躊
躇
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
入
会
し
て
楽
し
い
で
す
。

古
川　
佳
代
子
さ
ん

　

仕
事
を
し
て
い
た
時

に
、外
国
の
方
と
接
す
る

機
会
が
あ
り
、興
味
を
持

ち
参
加
し
た
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
講
座
の
話
が
面
白
か
っ
た
の
で
、

入
会
し
ま
し
た
。
外
国
の
方
が
も
っ
と

言
葉
を
知
っ
た
ら
も
っ
と
楽
し
く
日
本

で
生
活
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
木　
春
香
さ
ん

　

働
い
て
い
る
老
人
ホ

ー
ム
で
外
国
籍
の
介
護

福
祉
士
候
補
生
を
受
け

入
れ
始
め
、
そ
の
方
た
ち
が
こ
の
会
で

勉
強
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

大
学
生
の
頃
か
ら
異
文
化
に
興
味
が
あ

り
、
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
と
思
い
入

会
し
ま
し
た
。
市
内
に
住
む
外
国
の
方

と
接
す
る
機
会
が
で
き
、
相
手
の
国
や

言
葉
を
知
り
、
自
分
の
成
長
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は

野
島　
学
習
者
の
方
の
習
熟
度
を
把
握

し
、
同
じ
レ
ベ
ル
で
学
習
で
き
る
よ
う
、

８
つ
に
ク
ラ
ス
分
け
を
し
、
数
人
の
グ

ル
ー
プ
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
や
テ
キ
ス
ト
も
独
自
に
作
成
し
、

単
語
の
教
材
は
４
か
国
語
に
対
応
し
て

い
ま
す
が
、
意
味
の
説
明
な
ど
授
業
は

日
本
語
で
行
っ
て
い
ま
す
。

永
井　
学
習
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
50

人
ほ
ど
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
15
人
で

す
。
ベ
ト
ナ
ム
や
ペ
ル
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
国
か
ら
来
て
い
る
の
で
、
唯
一
の

共
通
語
で
あ
る
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
前
は
、
は
む
ら
夏
ま
つ
り
へ
の
参
加

な
ど
、
会
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。

網
代　
月
に
１
度
、
ス
タ
ッ
フ
の
た
め

の
勉
強
会
が
あ
り
、
ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ

フ
か
ら
教
え
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
勉
強
会
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

と
に
も
っ
と
上
手
に
教
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
。

活
動
の
課
題
は

野
島　
全
て
の
レ
ベ
ル
を
学
べ
ば
通
常

会
話
は
問
題
な
く
で
き
る
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

仕
事
の
関
係
な
ど
で
そ
こ
ま
で
学
習
が

続
か
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

永
井　
言
葉
の
不
安
な
く
日
常
生
活
が

送
れ
る
程
度
ま
で
通
い
続
け
て
く
れ
る

と
い
い
の
で
す
が
。

今
後
の
目
標
は

古
川　
学
習
者
が
日
本
で
楽
し
い
生
活

を
難
な
く
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
、
助

け
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

福
原　
日
本
の
お
祭
り
な
ど
感
性
や
情

緒
を
含
め
、
学
習
者
が
、
日
本
の
文
化

を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い

羽村日本語学習会

活動場所　  羽村市福祉センター
スタッフ　  10人　※募集中
連絡先　  地域振興課市民活動センター係 

042−555-1111（内線632）
	毎月1回スタッフの勉強会、毎年1、2回入門
講座を開催しています。

次回ボランティア入門講座：11月12日（土）　	 	
　（事前申込制）	 13：00〜15：00

インタビューを終えて

　相手国の国民をおもんぱかることなく、
世界では悲惨な戦争が続いています。そ
の中にあって、この部屋では異国の地で懸
命に生きる人に寄り添いながら、楽しく学
ぶ多文化共生の場がありました。講師の皆
さんの真摯な姿勢に、ただ感動。活動にご
興味のある方は上記へご連絡ください。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

毎週土曜日の午前に定例学習会を行っています。
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馳平耕三 委員
（議員選出）

渡辺  晃 代表監査委員

　9月20日、21日、22日の3日間にわたり、令和3年度一般会計
等決算審査特別委員会を開催しました（大塚あかね委員長、富
永訓正副委員長）
　市長から提出された前年度の一般会計、特別会計および公営
企業会計の決算の認定に係る議案について、予算の執行が適正
かつ効果的・効率的に行われたかなどを審査しました。
　その結果、すべての会計の決算を認定すべきと決定しまし
た。審査結果を、最終日の本会議で報告し、7つの会計すべて
を認定しました。
　特別委員会での審査の概要をお知らせします。

一
般
会
計

前
年
度
と
比
較
し
て
10
・
８
％
減
少

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
依
然
と
し
て
減
少
傾
向

市
税
の
収
納
率
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
収
納
の
運
用
を
推
進
し
、

98
・
４
％
に
向
上

監査委員から

令和3年度決算審査

意見①  コロナ禍にあっても、小さな経費で大きな成果をあげることを、職員全体が自覚して市民サービス
の向上に努めていることを確認した。

意見②  財政構造の硬直化は改善・是正がされていない状況である。厳しい財政状況を市民に丁寧に公表し、
市民・事業者・議会が現状を共有し一体となり、厳しい状況を乗り越えていくこと。

意見③  ネーミングライツなど民間活力の積極的導入など市民税法人分に頼らない形での歳入確保の検討を。

決算の認定にあたっては地方自治法に基づき、監査委員からの審査意見が
付されています。

それぞれの歳入歳出決算書、付属
書類が法令に準拠して作成され
ているか、予算の執行は適正だっ
たかなどを審査しました。

市税
37.7％　
100億2,356万円

国庫支出金
24.6％　
65億4,685万円

都支出金
13.4％　
35億5,669万円

繰入金・繰越金・ 
諸収入など
7.9％　20億8,612万円

地方譲与税などの 
交付金
8.2％　21億7,069万円

市債
3.7％　9億9,250万円

使用料及び手数料
1.4％　3億6,578万円

地方交付税
2.8％　7億3,320万円

保育料などの負担金
0.3％　8,072万円

歳  入
265億

5,611万円

自
依

存

財
源

主

財

源
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歳　出
251億

2,302万円

令和３年度一般会計等決算審査特別委員会

令和3年度決算を認定

100.2％から91.4％へ（都内市町村平均87.6％）　引き続き行財政改革の取組みが必要

交付金の増加や各種イベントの中止により
経常収支比率は一時的に改善

前
年
度
と
比
較
し
て
12
・
７
％
減
少

感
染
症
に
伴
う
対
策
費
や
給
付
金
に
関
す
る
経
費
が
増
額

性
質
別
経
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど
に
係
る
人
件
費
や
臨
時
特
別
給
付
金
な
ど
の

扶
助
費
が
増
加
し
た
。
一
方
、
事
業
の
中
止
や
縮
小
、
前
年
度
の
特
別
定

額
給
付
金
の
終
了
に
よ
り
、
歳
出
総
額
と
し
て
は
前
年
度
よ
り
減
少
。

■令和３年度会計別決算状況 （単位：万円）

区　分 予算現額 歳入決算額
（実際の収入）

収入率
（予算現額に
対する歳入の
割合）

歳出決算額
（実際の支出）

執行率
（予算現額に
対する歳出の
割合）

歳入歳出
差引額

一般会計 2,715,457 2,655,611 97.8％ 2,512,302 92.5％ 143,309

特
別
会
計

国民健康保険事業 595,599 586,493 98.5％ 570,495 95.8％ 15,998

後期高齢者医療 134,765 135,259 100.4％ 130,366 96.7％ 4,893

介護保険事業 400,530 391,981 97.9％ 382,593 95.5％ 9,388

羽村駅西口土地区画整理事業 166,641 114,554 68.7％ 106,389 63.8％ 8,165

民生費
49.7％　
124億9,488万円

総務費
13.4％　
33億7,347万円

教育費
9.2％　
23億2,074万円

土木費
7.3％　
18億3,022万円

衛生費
10.9％　
27億3,831万円

消防費
3.7％　
9億2,492万円

公債費
3.1％　
7億7,550万円

その他 
（議会費、労働費、農林費、 

商工費、諸支出金）
 2.7％　6億6,499万円

※基本的に、端数処理を四捨五入により行っているため、
　合計が一致しない場合があります。
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令和3年度決算審査

有料広告募集の媒体

消費生活相談の様子 ( イメージ )

委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

歳
入
の
構
成
比
率
が
当
初
予
算
と

決
算
で
大
き
く
変
わ
っ
た
背
景
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
な
ど
に
よ
り
国
庫
支
出
金

が
増
額
し
た
影
響
で
あ
る
。

有
料
広
告
掲
載
料
の
新
規
の
獲
得

に
向
け
、
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
。

広
報
は
む
ら
や
テ
レ
ビ
は
む
ら
で

募
集
を
行
っ
た
。
今
後
は
市
の
封
筒
な

ど
へ
の
広
告
掲
載
を
検
討
し
、
歳
入
増

の
取
組
み
を
進
め
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
が
伸
び

て
い
な
い
。
返
礼
品
の
品
目
の
増
加
な

ど
工
夫
が
必
要
で
は
。

市
の
産
物
な
ど
総
合
的
に
効
果
的

な
も
の
を
検
討
し
て
い
く
。

都
市
計
画
税
の
総
額
と
区
画
整
理

事
業
へ
の
充
当
額
は
。

総
額
は
８
億
２
９
１
０
万
円
で
あ

り
、
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
額
は
３
億
２
８

４
５
万
円
で
あ
る
。

４
年
間
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料

と
し
て
４
０
０
万
円
歳
入
し
て
い
る
が
、

相
手
方
の
都
合
で
契
約
解
除
と
な
っ
た

場
合
、
返
還
す
る
こ
と
に
な
る
か
。

募
集
要
領
に
契
約
後
の
返
金
は
し

な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
都
合
に
よ
る
場
合
で
も
返
金
は
行

わ
な
い
。

一
般
会
計
歳
出

■
行
財
政

令
和
３
年
度
の
経
常
収
支
比
率
が

91
・
４
％
に
改
善
し
た
要
因
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
の
中
止
に

伴
い
物
件
費
が
減
少
し
た
こ
と
。
ま
た
、

臨
時
財
政
対
策
債
、
地
方
交
付
税
な
ど
、

国
の
交
付
金
等
が
大
幅
に
増
加
し
た
た

め
。
い
ず
れ
も
一
時
的
な
も
の
で
財
政

は
依
然
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
な
お
、

都
内
市
町
村
平
均
は
87
・
６
％
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
の
入
札
契
約
の
件
数

と
平
均
落
札
率
は
。

指
名
競
争
入
札
96
件
、
86
・
４
％
。

随
意
契
約
２
９
８
件
、
89
・
８
％
。
特

命
随
意
契
約
２
７
６
件
、
99
・
９
％
。

合
計
６
７
０
件
、
95
・
１
％
で
あ
る
。

審
議
会
等
に
お
け
る
市
民
公
募
委

員
は
38
人
で
、
委
員
総
数
に
占
め
る
割

合
は
４
・
１
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
女

性
委
員
の
割
合
は
29
・
１
％
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

他
市
の
状
況
と
比
較
は
で
き
な
い

が
、
第
六
次
長
期
総
合
計
画
に
お
い
て
、

市
民
の
意
見
を
聞
く
場
の
充
実
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
公
募
委
員
の

数
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
女
性
委
員
の
数
に
つ
い
て
も
、
女

性
の
参
画
推
進
の
観
点
か
ら
同
様
の
考

え
で
あ
る
。

市
は
、ど
の
よ
う
な
考
え
か
ら「
デ

ジ
タ
ル
平
和
資
料
館
」を
立
ち
上
げ
、

充
実
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
き
た
か
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
平
和

啓
発
事
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
効

率
・
効
果
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
目
的
。

１
か
月
で
２
０
１
件
の
ア
ク
セ
ス
数
が

あ
り
、
今
後
は
、
郷
土
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
含

め
、
企
画
展
と
も
連
携
し
て
い
く
。

■
安
全
・
安
心

街
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め

て
き
た
が
、
電
気
料
の
削
減
効
果
は
。

平
成
26
年
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で

で
約
１
０
０
０
万
円
の
削
減
と
な
っ
た
。

消
費
生
活
相
談
は「
携
帯
電
話
の

契
約
で
、
不
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
い
つ
の

間
に
か
契
約
し
て
い
た
」な
ど
の
専
門

的
知
識
を
要
す
る
事
案
に
も
対
応
で
き

る
の
か
。

Ｉ
Ｔ
な
ど
に
関
す
る
相
談
も
受
け

て
い
る
。
令
和
３
年
度
の
相
談
件
数
は

教
養
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
が
一
番

多
く
、
関
連
会
社
と
連
携
し
て
対
応
し

て
い
る
。

令
和
３
年
度
の
高
齢
者
世
帯
へ
の

自
動
通
話
録
音
機
器
貸
与
の
状
況
は
。

53
台
貸
与
し
た
。
令
和
２
年
度
よ

り
貸
与
台
数
が
減
少
し
て
お
り
、
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ふるさと納税の返礼品
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令和3年度決算審査

自動通話録音機器

農業後継者の育成支援
（写真は市内の農地）

新たに設置したオープンスペース
と売店 ( ヒノトントンＺＯＯ )

■
福
祉
・
健
康

成
年
後
見
人
制
度
を
生
活
が
困
難

な
方
が
利
用
す
る
時
に
、
ど
ん
な
支
援

が
さ
れ
る
の
か
。                               

生
活
保
護
受
給
者
や
そ
れ
に
準
ず

る
方
が
利
用
す
る
場
合
は
、
費
用
を
公

費
で
負
担
し
て
い
る
。

子
育
て
相
談
の
件
数
が
増
加
し
た

理
由
は
。

妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
支
援
に
力
を

入
れ
た
効
果
が
現
れ
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
個
別
で
の
相
談
支
援
が
増
え

た
た
め
と
考
え
て
い
る
。

■
く
ら
し

夏
ま
つ
り
・
産
業
祭
が
中
止
と

な
っ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
に
つ
い

て
、
市
民
や
事
業
者
か
ら
意
見
や
要
望

は
あ
っ
た
か
。

■
教
育中

学
校
移
動
教
室
は
、
一
中
、
三

中
で
中
止
と
な
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
に
伴

う
企
画
料
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。経
緯
は
。

極
力
、
当
初
の
日
程
で
実
施
で
き

る
よ
う
直
前
ま
で
調
整
を
続
け
た
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

実
施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
企
画
料
が

発
生
し
た
も
の
。

引
き
こ
も
り
相
談
会
が
２
回
実
施

さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
回

数
は
充
足
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

相
談
会
は
都
と
共
催
で
実
施
し
た

実
施
し
た
か
っ
た
と
の
声
も
あ
っ

た
が
、
開
催
へ
の
心
配
や
中
止
は
適
切

な
判
断
で
あ
っ
た
と
の
声
も
あ
っ
た
。

新
た
な
就
農
者
、
後
継
者
へ
の
技

術
取
得
支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。西

多
摩
農
協
や
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
農
業
技
術
取

得
の
た
め
の
研
修
等
の
案
内
を
行
っ
て

い
る
。令

和
３
年
度
に
行
っ
た
ヒ
ノ
ト
ン

ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ（
羽
村
市
動
物
公
園
）の
施

設
改
修
内
容
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
増
設
や
売
店
に
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
る
な
ど
の
改
修
を
行
っ
た
。

も
の
で
、
保
護
者
が
中
心
に
参
加
し
た
。

年
間
を
通
じ
て
窓
口
で
の
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
、
今
後
も
庁
内
で
連
携
を

取
り
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

不
登
校
の
子
ど
も
に
と
っ
て
繋
が

り
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
応
、
支
援
を
し
て
い
る
か
。

電
話
連
絡
で
の
登
校
支
援
や
家
庭

訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
人
が

希
望
す
る
場
合
は
１
人
１
台
端
末
を
活

用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
、
個
々
に
応
じ
た
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

令和 3 年度の主な事業
【子ども・生涯学習】
◆ ICT機器を活用した指導の推進
◆ 中学校特別支援学級の開級に向けた取

組みの推進

【市民生活】
◆ 新型コロナウイルスワクチン接種事業
◆ 住民税非課税世帯等に対する臨時特別

給付金事業
◆ 第二次産業振興計画の策定

【環境・都市整備関係】
◆ 羽村駅西口土地区画整理事業の推進
◆ 街路照明灯のLED化の推進、電気自動

車等の購入など地球温暖化対策の推進

【行財政運営】
◆ 新型コロナウイルス感染症対策
◆ クレジットカード決済収納やスマート

フォン決済サービス収納の運用など市
税等収納率向上の取組の推進

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
議
会
終
了
後
、
２
か
月
程
度

で
で
き
あ
が
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、

　
「
羽
村
市
議
会
」→「
会
議
録
の
検
索
と
閲
覧
」→
令
和
３
年
度
一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
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令和3年度決算審査

市民への全庁的な取組みを評価

　令和3年度はコロナ禍の2年目であり、市民への
ワクチン接種の体制づくりや、母子相談・教育相
談など、市民の命や暮らしを守ることを最優先に
全庁をあげて取り組んだ年だったと考える。非常
に困難な年であったが、この経験は羽村市の新た
な発展につながると信じて賛成。
 ＜自由民主党創生＞

賛成 事業効果、改善点を全体として評価

　予算案で指摘した点をチェックし、事業効果、
改善点を審査した。歳入は国の交付金などで増加
したが、税収減が続き財政は厳しい。コロナ禍で
中止した事業もあり、黒字決算となったが、経常
収支比率の改善も一時的なものである。区画整理
土地権利者の会への補助金19万円などは認められ
ないが、全体として評価し、賛成。 ＜世論＞

賛成

検証会議の設置等を評価

　橋本市政がスタートした年であったが、5月か
ら始まった新型コロナウイルスワクチン接種に、
各課からの応援体制を組んで全力で取り組んだこ
と、厳しい財政状況の中でも財政調整基金を20億
4,700万円まで確保したこと、第三者で構成する
羽村駅西口土地区画整理検証会議の設置を公表し
たこと等を評価し、賛成。 ＜市民ネットワーク＞

賛成 強固な財政基盤の構築を

　新型コロナウイルス感染症の収束が見えない
中、感染拡大の防止、市民生活や市内企業の事業
活動の支援など、安全・安心のまちづくり、少子
高齢化への対応、都市基盤整備などの施策を着実
に推進し、市民福祉の向上のための事業に積極的
に取り組んでいる。今後も市税収入の増減に左右
されない強固な財政基盤の構築を。 ＜新政会＞

賛成

事業効率化と質の高い行政運営を

　新型コロナウイルスの感染拡大により、事業の
中止や縮小で経常収支比率は改善したが、厳しい
財政状況は変わらない。大胆な財政再建や今後の
情報システムやRPAの活用、公民連携であるPPP
等の推進で事業の効率化を図り、市民サービスな
ど人に集中した質の高い行政運営に期待し、賛成。
 ＜公明党＞

賛成 次世代への積極的投資を評価

　令和3年度は新型コロナウイルス感染症の影響
を受けながらも、ほぼ計画通りの事業を実施でき
た。歳入はネーミングライツ料収入など新たな財
源を確保し、歳出はスイミングセンターでの工場
廃熱利用や水素燃料電池車の購入など、次世代へ
の積極的な投資を行った。今後も行財政改革を進
め安定的な財政基盤の構築を望み、賛成。
 ＜新緑会＞

賛成

区画整理事業を早期に見直すべき

　予算ではコロナ禍の中で暮らし・経営を守る施
策が不十分だった。補正予算を12回組む中で給付
金や支援金が実施され、市民への下支えは果たさ
れたと評価する。一方、西口土地区画整理事業は
コロナ禍の影響で事業量は減ったが、前市長の作
成した予算を推進する内容となった。早期に事業
の見直しと検証をスタートさせるべきであった。
 ＜日本共産党＞

反対
　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
７
件
の
討

論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
討
論
と
は
…�

本
会
議
や
委
員
会
で
、

表
決
の
前
に
、
議
題
と

な
っ
て
い
る
案
件
に
つ

い
て
、
賛
成
か
反
対
の

意
見
を
表
明
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

委員の討論（一般会計）
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令和3年度決算審査

計画的で効率的な事業推進を

　令和3年度決算は、業務委託費の補償費が移転棟
数減少に伴い大きく減少した。これは、移転対象者
に寄り添った移転協議の結果であると理解できる。
財源の面では、国・都補助金を可能な限り活用し市
民負担軽減が図られているところが伺える。厳しい
財政状況下ではあるが、優先順位をつけ、計画的で
効率的な事業推進に期待し、賛成。 ＜新政会＞

賛成 今こそ事業の見直しを

　広い道路を造るため、1,000棟を取壊し・移動
をする区画整理は、膨大なCO₂の発生で地球温暖
化防止にも反する事業である。多くの住民が怒り
苦しみ、反対している。すでに事業費110億円を
投じたが市民に役立つ道路は皆無。「事業検証」を
前に工事が進まず、5億円削減されたが、今こそ
事業の見直しが必要。 ＜世論＞

反対

介護保険制度改善の働きかけを

　令和3年度の予算審査でも指摘したが、連続した保険料の値
上げはコロナ禍で一層多くの市民に大きな負担になっている。
国･都の負担の少ない介護保険制度は市民や市にとって負担が
大きすぎ、改善を働きかけるべきである。市民の生活を一層困
難にさせる値上げを含む決算についても反対。 ＜日本共産党＞

反対

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

■
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
が
向

上
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
の
納
付
を

推
進
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
よ
り

徴
収
体
制
を
改
め
、
滞
納
整
理
を
積
極

か
つ
確
実
に
取
り
組
ん
だ
。

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に
つ

い
て
の
取
組
み
は
。

糖
尿
病
の
方
へ
保
健
指
導
の
勧
奨

通
知
を
行
い
、
希
望
者
に
対
し
、
面
談

等
に
よ
る
保
健
指
導
を
行
っ
た
。

■
介
護
保
険
事
業
会
計

在
宅
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提

供
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
向
け
、
各
事

業
者
と
の
連
携
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
定
期

的
に
会
議
を
行
い
情
報
共
有
し
、
取
組

み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
事

業
者
と
も
連
携
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。介

護
予
防
事
業
は
、
人
数
を
制
限

し
て
開
催
し
た
が
、
参
加
者
の
要
望
な

ど
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
る
か
。

感
染
防
止
の
た
め
、
人
数
制
限
を

設
け
た
。
参
加
者
に
介
護
予
防
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
意
見
の

記
入
が
あ
れ
ば
参
考
と
し
て
い
く
。

■
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

事
業
の
財
源
で
あ
る
国
庫
補
助
金

等
が
減
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
建
物
調
査
を
控
え
た
こ
と
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
の
進
捗
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

建
物
移
転
が
先
送
り
に
な
っ
た
こ
と
が

要
因
で
あ
る
。

■
水
道
事
業
会
計

有
収
率
は
92
・
５
％
だ
が
、
不
明

水
へ
の
対
策
と
取
組
み
は
。

漏
水
調
査
を
行
い
、
37
か
所
を
早

急
に
修
繕
し
た
。
原
因
は
経
年
劣
化
等

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

■
下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
に
つ
い

て
検
討
は
し
た
か
。

見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、

現
状
を
市
民
に
お
知
ら
せ
し
、
改
定
を

検
討
し
て
い
く
。

　介護保険事業会計、羽村駅西口土地
区画整理事業会計にはそれぞれ討論が
ありました。
　その他の会計については、反対・賛
成の討論はなく、全会一致で認定すべ
きと決定しました。

委員の討論（介護保険事業会計）

委員の討論（羽村駅西口土地区画整理事業会計）


